






































































































































































































































































































３５ 2014年 5月 1日現在、日本で最も留学生受入れ数の多い大学、第 1位は早稲田
大学の 4,306人、第 2位は日本経済大学の 3,035人、第 3位は東京大学の 2,798



























































































－３０６－ 日本経大論集 第４５巻 第２号
外ではなく、一国における留学生が増加することで、各大学内において更に
国際的な交流が求められていくことは疑いの余地がない。その意味で、大学
教育は多国籍化することで「個性」をより重視していく時代になると考える。
このような状況の中で構築される大学間の国際交流は、今までのような単線
の二国間交流コミュニケーションではなく、複雑なアイデンティティが入り
混じる交流にならざるを得ないのではないだろうか。
ゼミ合宿の特徴は「ふだんの教室のゼミとは違った雰囲気と環境がもたら
す効果」(43)とされるが、海を跨いだ国際合同ゼミ合宿はその効果を著しく増
すと考えられる。
その中で「非日常」を前提とするゼミ合宿は、留学生を含みながら、「ゼ
ミ同士の理解の深化」から、より多くの異質な「他者」と出会うことで、何
よりも「個」を見つめ直す役割に変化していくのではないだろうか。
４３ 船曳建夫「技術（3）－合宿とメーリングリスト」『書斎の窓』、17頁。
「国際合同ゼミ合宿・国際研究発表会」の考察 －３０７－
